
 

 

真宗大谷派 京都教区 

推進員連絡協議会 
 

 

２０２５年度総会 

期日  ２０２５年７月１７日（木） 

時間  午前１０時から午後１２時 

場所  京都教区会館２階 大講堂 

 

 

 

－ 教区テーマ － 

南無阿弥陀仏 

人と生まれたことの意味をたずねていこう 



 ２０２５年度 京都教区推進員連絡協議会総会日程 

 

日 時   ２０２５年７月１７日（木） 午前１０時～午後１２時 

場 所   京都教区会館 ２階大講堂 

 

１、開 会 式 

開会の辞                

イ、真宗宗歌 一番のみ 

ロ、挨  拶 会長 堀江 勇夫 

ハ、来賓挨拶 京都教務所長 宮戸 弘 

 

２、議 事 

イ、議長選出 

ロ、総会議題 

議案第１号 ２０２４年度事業報告 

議案第２号 ２０２４年度収支決算報告 

      会計監査報告 

議案第３号 ２０２５年度事業計画（案） 

議案第４号 ２０２５年度歳入・歳出予算（案） 

議案第５号 規則の運用申し合わせについて 

  採  決 

ハ、議長退席 

 

３，報告事項 

「新組織になった京都教区推連協についての説明会」経過報告と今後の予定について 

その他 

 

４，閉会の辞 

 

５，恩 徳 讃 



 

 

 議案第１号  ２０２４年度事業報告 

 

2０２４年度 京都教区推進員連絡協議会 事業報告 

 

1．研修会関連 
 

趣旨・内容 対 象 会 場 期日 講師 

（1）総会研修会 
総会に合わせて研修会を開催する。改編初年度

につき未実施。 

教区内 

推進員 
― ― ― 

 

（2）特区・地区研修会 
推進員を中心とした聞法の場を開く。 

毎年、特区＋3 地区で開催。今年度は改編初年度

につき2地区での開催となった。 

参加者数 

 ・湖東地区 63名 

 ・若狭地区 87名 

 ・長浜特区 109名 

 

教区内 

推進員 

一般 

湖東地区 

日野町 

わたむき 

ホール虹 

2025/04/14 竹中 慈祥 

若狭地区 

サン・サン 

ホーム小浜 

2025/05/25 楳山 正樹 

長浜特区 

長浜別院 
2025/06/8 保木 悦雄 

【決：279,029円】 

(3)真宗同朋の会 全国交流研修会 
第29回 真宗同朋の会 全国交流研修会を、当番教

区として主催。第 51 回近畿連区同朋の会推進研修

会として併催。講師は真城義麿師。推進員の原点

に立ち返り、同朋会館で開催。また、江州音頭保

存会の方により「東本願寺同朋の会音頭」を作

詞。主催教区として郷土の文化を紹介する。 

全国推進

員 

教区駐在

教導 

 

計 116名 

真宗本廟 

同朋会館 

2024年 

10/9～11 
真城 義麿 

【決：40,000円】 

（4）推進員再上山奉仕団 

 推進員の原点の一つである奉仕団を企画し上山す

る。出会いと交流の機会をつくり、つながりを深め

る。改編初年度につき未実施。 

教区内 

推進員 

真宗本廟 

同朋会館 
― ― 

 

 

 

2．会報制作事業 
 

（1）会報発行 
機関紙『光雲』を発行。広域教区において、誌

面による報告・連絡を行う。毎号 3,500部発行。 

教区内 

推進員 

全寺院 

― 

発行日 

2024/10/01 

2025/01/01 

2025/05/01 

― 

【決：234,085円】 

（2）全国推連協会報誌 『羅網』 
全推協より会報誌『羅網』を購入 

（毎号3,500部）、発送。 

教区内 

推進員 

全寺院 

― 

発行日 

2024/09/01 

2025/01/01 

2025/05/01 

― 

【決：330,140円】 



 

 

3．会議関連 
 

(1)総会 

教区改編の経過報告と、新しくなった教区推進員

連絡協議会（以下、推連協）についての説明を行っ

た。役員選出、活動方針、2024 年度事業計画、歳入

歳出予算案について議決。 

教区推連協   

役員・代議員 
京都教務所 2024/08/06 ― 

【決：74,530円】 

(2)役員会 
研修会の計画、機関紙「光雲」についての打ち合

わせ、新しくなった教区推連協についての説明会に

ついて企画、準備などを行った。 

2025 年 4 月 15 日に京都教務所にて組長説明会を

実施。今後、各地区・組を巡回して実施予定。 

 

【説明会】 

2024年 

10月16日 近江第25西組 組長訪問  

10月19日 近江第26組 組長訪問  

10月23日 近江第25東組 組長訪問  

11月17日 近江第26組 組長訪問  

2025年 

3月27日 湖西地区役員会  

4月15日 全組長説明会  

5月22日 教務所長・次長懇談会  

5月26日 湖西地区役員会 出席 

 

役員 京都教務所 

2025/01/30 

2025/03/13 

2025/04/15 

2025/05/16 

2025/05/22 

― 

（3）常任委員会 
研修会の計画準備、機関紙「光雲」の編集、新し

くなった教区推連協についての各地区・組巡回説明

会についての協議などを行った。 
役員 

常任委員 
京都教務所 

2024/10/11 

2024/11/08 

2024/12/05 

2025/02/21 

2025/04/03 

2025/06/18 

― 

（4）地区代表委員会 
・特区、地区の代表との連絡協議を行った。  

・常任委員会で検討された内容の確認と共有。長浜

特区と８地区の代表との連絡協議を行った。 

特区・地区代表者との連絡協議の場を設け、教区⇔

特区・地区⇔組の連携の強化を目指した。 

役員 

常任委員 

地区代表委員 
京都教務所 2025/06/18    ― 

会議費(2)+(3)+(4)=【決：102,375円】 

 





資料１



 

 

議案第３号  ２０２５年度事業計画（案） 

 

2０25年度 京都教区推進員連絡協議会 事業計画案 

 

1．研修会関連 
 

趣旨・内容 対 象 会 場 期日 講師 

（1）総会研修会 
総会に合わせて同日午後に研修会を開催。 

 

教区内 

推進員 
京都教務所 2025/07/17 平原 晃宗 

総会費 1(1)総会研修会 + 3(1)総会 =【予：200,000円】 

（2）特区・地区研修会 
推進員を中心とした聞法の場を開く。 

毎年、特区＋3地区で開催。 

 

2025年度開催検討地区 

・長浜特区・湖西地区・山城地区・雲因地区 

 

 

 

教区内 

推進員 

一般 

湖西地区 

新旭公民館 

2026年 

3月頃 
未定 

山城地区 

未定 
未定 未定 

雲因地区 

未定 
未定 未定 

長浜特区 

未定 
未定 未定 

【予：430,000円】 

(3)真宗同朋の会 全国交流研修会 
全国交流研修会に京都教区として参加。 

推進員 
真宗本廟 

同朋会館 

2025年 

10/8～10 
吉元 信暁 

【予：100,000円】 

(４)真宗同朋の会 近畿連区研修会 

近畿連区研修会に京都教区として参加。 
推進員 

信貴山 観光

ホテル 

2026年 

5/25～26 
未定 

【予：150,000円】 

（５）推進員再上山奉仕団 

 推進員の原点の一つである奉仕団を企画し上山す

る。出会いと交流の機会をつくり、つながりを深め

る。 

教区内 

推進員 

真宗本廟 

同朋会館 
未定 未定 

 

 

 

 

2．会報制作事業 
 

（1）会報発行 
機関紙『光雲』を発行。広域教区において、誌

面による報告・連絡を行う。毎号 3,500部発行。 

教区内 

推進員 

全寺院 

― 

発行日 

2025/09/01 

2026/01/01 

2026/05/01 

― 

（２）全国推連協会報誌 『羅網』 
全推協より会報誌『羅網』を購入 

（毎号3,500部）、発送 

教区内 

推進員 

全寺院 

― 

発行日 

2025/09/01 

2026/01/01 

2026/05/01 

― 

広報費 (1)+(2) =【予：600,000円】 

 



 

 

3．会議関連 

 

(1)総会 

前年度事業報告ならびに収支決算報告、総括点

検。新年度事業計画ならびに歳入歳出予算案の審

議、議決。そのほか、教区推連協の運営にかかる議

案の審議、議決。 

教区推連

協役員、

代議員 

京都教務所 2025/07/17 ― 

 

(2)役員会 
庶務・調整・点検機関。 

教区推連協における諸課題について協議検討す

る。学習と情報共有の機会となる事業を企画検討

する。全国・連区・組との連絡調整を行う。 

今後、各地区・組に対して常任委員さんの協力

も得ながら巡回説明会を実施し教区推連協の活動

に対するご理解を深めて頂く。 

 

役員 京都教務所 適宜 ― 

 

(3)常任委員会 
企画立案機関。 

教区推連協における諸課題について協議検討す

る。学習と情報共有の機会となる事業を企画検討

する。特区地区・組との連携を行う。広報活動を

行う。機関紙『光雲』の編集を行う。 

役員 

常任委員 
京都教務所 

適宜 

(年 4回～ 

     5回） 

― 

 

（4）地区代表委員会 
・特区、地区の代表との連絡協議を行う。  

・常任委員会で検討された内容の確認と共有。長浜

特区と８地区の代表との連絡協議を行う。 

特区・地区代表者との連絡協議の場を設け、教区⇔

特区・地区⇔組の連携の強化を目指す。 

 

 

役員 

常任委員 

地区代表委員 
京都教務所 未定    ― 

会議費 (1)+(2)+(3) =【予：130,000円】 
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議案第５号 規則の運用申し合わせについて 

 

 

京都教区 推進員連絡協議会規則 
（名称及び設置） 

第１条 本会は、京都教区推進員連絡協議会と称し、事務所を京都教務所に置く。 

（目的） 

第２条 本会は、真宗同朋会条例に基づき、同朋会の趣旨の徹底及びその推進に当たる。

それぞれの寺院、組、特区、地区及び教区における同朋の会の充実と発展を期し、推進

員の連携を図り、連絡調整及び必要な事業を行うことを目的とする。 

（会員） 

第３条 本会の会員は、教区内の推進員教習修了者をもって組織する。 

（事業） 

第４条 本会は、第２条の目的達成のために、次の各号に掲げる業務を行う。 

（１）聞法会（学習会、研修会、本廟奉仕の実施） 

（２）組推進員連絡協議会との連絡調整 

（３）連区及び全国推進員連絡協議会との連携並びに連絡調整 

（４）会報の発行 

（５）その他必要な事項 

（代議員） 

第５条 本会は、第４条の事業を企画立案し円滑に運営できるよう、代議員を各組より１

人選出する。 

（役員） 

第６条 本会に次の役員を置き、代議員の中から互選により選出する。 

（１）会長      １人 

（２）副会長     ２人 

（３）会計      １人 

（４）常任委員    ４人 

（５）監事      ２人 

（６）地区代表委員 １０人 

２ 会長は、本会を代表して会務を統理し、連区及び全国の関係協議会に必要に応じて出

席する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、分担して庶務を掌理する。なお、会長に事故あるときはあ

らかじめ会長が指名した副会長がその職務を代理する。 

４ 会計は、会計事務を担当する。 

５ 常任委員は、資料収集、組織拡充、会報の発行等に従事する。 

６ 監事は、本会の業務及び会計を監査し、総会に報告する。 

７ 地区代表委員は、地区との連携を図るものとする。 

（任期） 

第７条 前条で規定する役員の任期は、３年とする。ただし、再任は妨げない。 

２ 補充による役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（総会） 

第８条 本会の事業報告及び決算の承認、並びに事業計画及び予算、その他必要な事項に

ついて決定するため、年１回総会を開催する。 

２ 総会は、第５条に定める代議員によって構成する。 

３ 総会は、代議員の半数以上の出席がなければ会議を開き議決することができない。 

４ 総会の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数のときは会長の決するところによる。 

（常任委員会） 

第９条 組推進員連絡協議会の相互の充分な連携のもとに、第４条で規定する事業を円滑

に遂行するため、本会に常任委員会を置く。 



 

 

２ 常任委員会は、第６条第１項第１号から第４号に掲げる役員で構成する。 

３ 常任委員会は、次の各号に揚げる事項を付議する。 

（１）総会から委任された事項 

（２）総会を開催するいとまのない臨時緊急の事項 

（３）その他会長が必要と認めた事項 

（地区代表委員会） 

第１０条 常任委員会の審議結果を確認・共有し、各地区との連携を図り、次の総会に報

告するため、地区代表委員会を置く。 

２ 地区代表委員会は、地区代表委員及び第６条第１項第１号から第４号に掲げる役員で

構成する。 

（招集） 

第１１条 諸会議は、会長が必要に応じて招集する。 

（職員の出席） 

第１２条 教務所の職員は、何時でも会議に出席して意見を述べることができる。 

（会計） 

第１３条 本会の会計の予算は、会費及び助成金並びにその他の収入をもって歳入とし、

研修費及び会議費並びにその他の支出をもって歳出とする。 

２ 会費は、毎年１０月３１日までに納入するものとする。 

３ 会計年度は、７月１日に始まり、翌年６月３０日に終わるものとする。 

（規則の変更） 

第１４条 この規則を変更しようとするときは、半数以上の代議員が出席した総会におい

て、出席者の過半数の同意を得なければならない。 

 

   附 則 

この規則は、教務所長の承認を得て、２０２４年７月１日から施行する。 

 

 

 

【規則の運用申し合わせ】 

（総会出席者） 

１ 総会は、第８条に規定される通り、各組より選出された代議員によって構成する。た

だし、組推進員連絡協議会から会長以外が代議員に選出された場合、組推進員連絡協議

会会長は総会にオブザーバーとして参加することができる。議決権は持たない。 

２ 組推進員連絡協議会がなく、該当組から代議員を選出できない場合、組長が代議員代

理として総会に出席することができ、議決権を有する。 

（男女共同参画） 

３ 男女共同参画の視点から、女性代議員を別途２名まで指名できる。教区内推進員より

常任委員会が選定し、会長が任命する。 

４ 男女共同参画の視点から、副会長のうち１名は女性とする。 

５ 男女共同参画の視点から、女性代議員を常任委員として別途指名できる。 

 

この申し合わせは２０２４年度役員会で行われ、２０２５年度総会で議決し、２０２７年

６月末日まで運用する。 


